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共有食物パ ッチな どをめぐって、移動速度や、採食速度、音声頻度、個体間距離 などが、他群 との競合を意識 した
ものになっているかどうかを調べた。調査期間は2011年8.月20日か ら連続7日 間に、屋久島西部域の半山地域の
隣接2群(AT群 とE群)を 、4人 の調査者 によって、それぞれの群れ2頭 ずつ(aオ スとaメ ス)の 同日寺個体追
跡 を行った。個体間距離や移動速度 は、それぞれの調査者 がGPSを 携帯 して個体の空間的位置を記録 して分析 し
た。行動(移 動 ・採食 ・休息 ・毛づ くろいな ど社会交渉)、最近接個体、採食対象、音声等を記録 した。調査期間
中(ひ とつの群れの観察お よそ58時間相 当)に、群れ同士の出会いが一回観察 され、出会 う前の対峙的な状況 と、
一方の群れの急接近 と他方の群れの退却がみ られ 、調査対象群間の敵対的(競 合的)関 係 を確認 した。計画では、
この期間は非発情期 としていたが、実際には期間中に片方の対象群のaメ スが発情 し、aオスと頻繁 に交尾 を行っ
たため、交尾行動に群れ の遊動が影響 を うけていた。また、採食対象 としては、群れ問の競合の要因 となるイチジ
ク属アコウの結実樹 を頻繁に使 うことが期待 されていたが、今期間中は結実がほとんどみ られず、群れ間が出会 う
頻度 を下げていた可能性が高い。 こうした点を考慮の うえで、データの詳細の分析は継続中である。
C-12霊長類 における排卵の制御機構 に関す る研究
東村博子,前 多敬一郎,大 蔵聡,上 野山賀久(名 大 ・院 ・生命農)所 内対応者:鈴 木樹理
げっ歯類 とは異な り、霊長類ではエス トロジェンによるゴナ ドトロピンの大量放 出が雌雄両方 に見 られ ることを
明らかに してきた。このことは霊長類 においてエス トロジェンのポジテ ィブフィー ドバ ック作用を仲介する神経機
構が雌雄 ともに存在す ることを示唆 してい る。本研究は、ゴナ ドトロピン放 出ホルモン(GnRH)分泌促進因子で
ある神経ペプチ ド、キスペプチンの発現およびその活性化 を組織学的に解析することによって、霊長類において排
卵 を誘起す るゴナ ドトロピンの大量放出を制御する脳 内メカニズムの解 明を目的 とした。ニホンザル雌雄計ll頭
を用 い、ニホンザルの繁殖(交 尾)期 に一連の実験 を行 った。先ず性腺除去を行い、次 にその半数の個体にエス ト
ロジェンを投与 した。その後、灌流固定 を行い、視床 下部を採取 した。Kiss1遺伝子発現細胞をinsituhybridazation
により検 出す るとともに、エス トロジェン処理によりKissl発現細胞における最初期遺伝子cFosタンパ クの発現 を
免疫組織化学により検討 した。その結果、現在 までに、雌のKiss1発現細胞において、エス トロジェン依存性のcFos
タンパク発現を見いだ した。現在同様の解析を採取 した雄個体について始めてお り、Kissl細胞でのcFosタンパ ク
発現を検討 し、雌雄の結果を総合的に精査 して霊長類 における排卵の制御機構の解明を 目指す。
(4)随時募集研究
D-1ニホンザルの保全学史に関す る研究(2)
和 田一雄 所 内対応者:渡 邊邦夫
猿害は1970年代後半か ら激化 し、それ と並行 してニホンザルの駆除数は激増 した。2000年代 には駆除数が年間
1万頭 を突破 した。それ故、サル保全学の社会的役割が重要性を増 した。京大霊長研 と日本モ ンキーセ ンターの周
辺状況を確認す る。霊長研 の共同利用研究の動向は 日本のそれを反映すると考 える。野外研究を抜き出す と、1969
年の4件 から1974年の最多24件にな り、その後漸減 した。その調査地は、初期には全 国各地 に分布 していたが、
次第に屋久島 と金華 山に集 中、縮小 してきた。
共同研究の中で、現況研究会はサルの保全を 目的にした重要な集会である。それは1972-77年、1990-91年、1993
年、1995-97年、に行 われた。調査 ・研究が活発 であった1970年代 には6年 間継続 して行 われたが、1978年か ら
1989年まで開催 されず、再開 しても断続的で、1998年以降開催 され なかった。
1956年に設立された 日本モンキーセンターは、実験動物供給を1つ の目標に したが、野猿公苑 の役割を博物館
活動 に置いた若手研究者の意見によって、野猿愛護連盟は解散、機 関紙 「野猿」は廃刊 された。また、普及活動 と
して高 く評価 されていた 「モンキー友の会」が解散 し、その機関紙 の 「モンキー」は廃刊になった。野猿 もモンキ
ー も保全では一役買っていたのである。
霊長研のニホンザル野外観察施設 は2008年に閉鎖 され、サル保全の拠点が霊長研から消失 した。いずれ も、ニ
ホンザル保全研究の推進に欠 くべか らざる要素であった。
D-2霊長類集団における意志決定の リスク と遅延の関係
マ リエ ・ペ レ(ス トラスブルグ大学)所 内対応者:渡 邊邦夫
集 団生活を営む種に とって、全ての個体の行動が調和 し、かつま とまって行動す ることが重要である。その場合、
如何 に早 く正確に、集団 としての意志決定が行われるのかとい うことが問題になるが、意志決定の早 さと正確 さの
間には、 トレー ド・オフの関係がある。また集団の大きさや構成 も、集団としての意志決定に影響す る。 こ うした
集団 としての意志決定過程 を明 らかにし、また意志決定の早 さと個体問での行動上での齪齪がお こる場合は、どう
い う要因が関係 しているのかを明らかにす ることを目標に、第2キ ャンパスの放飼群 を対象に観察 を行 った。 しか
し、実際 に個体識別を し群れ個体問の社会関係 における基本的情報 を収集 していたが、諸般の事情か ら帰国を余儀
なくされ、今回の滞在期間中にそれ以上の観察に踏み込むことはできなかった。 しか し、観察方法の具体的な組み
立てや、実験的手法の組み合わせ等、再訪 した場合 にはす ぐ研 究を開始す ることができるだけの、見通 しを得 るこ
とができた。今後、再来 日してこの課題での研究を再開することを計画 している。
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